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「徹底解剖！浮世絵で見る江戸のライフスタイル

―国貞・英泉・芳年の描いた『粋な』女たち」 

展覧会ポスター画像 

Press Release Ashiya City Museum of Art & History 
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第 1 章：文化文政～嘉永期 

大衆文化としての浮世絵が絶頂期を迎えた文化文政期に焦点を当て、三代歌川豊国（歌川
国貞）の作品を中心に、当時の浮世絵の豊かな色彩と構成の巧みさを、作品のモチーフも
交えて解説。 

第 2 章：幕末明治期  

「血みどろ絵師」と言われた月岡芳年や、奔放な構成と画題で知られる歌川国芳らの作品
を通じ、極彩色に彩られた幕末～明治初期の浮世絵を紹介。 

第 3 章：浪華自慢 

 上方を中心に活躍した浮世絵師・長谷川貞信の作品から「浪花自慢名物尽」を紹介。 

第 4 章：吉原風俗 

遊郭の女たちを描いた渓斎英泉などの浮世絵を展示し、その独自の風俗を紹介。市井の風
俗との違いや遊女たちの知られざる日常をクローズアップ。 

参考展示：近代の複製画 

歌川広重や喜多川歌麿、東洲斎写楽らの名画を大正・昭和初期に精巧に復元した複製画を
参考作品として展示。 
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1. 三代歌川豊国 『百人一首絵抄 山部赤人』  
天保 14－弘化 4 年（1843－47） 個人蔵 
 

2. 三代歌川豊国 『忠臣蔵絵兄弟 十一段目』  
安政 6 年（1859） 個人蔵 

3.  歌川国貞 『当世好すがたのあつらへ 柳楼小ゑつ』 
慶応 3 年（1867） 個人蔵 

4.   月岡芳年 『風俗三十二相 しだらなさそう』      
明治 21 年（1888） 個人蔵 

5.   歌川国芳 『本朝景色美人図会 伊勢二見浦景』    
文化 8－11 年（1811－14） 個人蔵 

6.   三代歌川豊国 『江戸名所百人美女 根津権現』    
安政 5 年（1858） 個人蔵 

7.  長谷川貞信 『浪花自慢名物尽 玉露堂扇』        
19 世紀 個人蔵 
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